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　君は攣光星の観測研究に専念始絡せられた．取≠座，小狐座附近の攣光法則

未知星の観測は大學心癖當時から共そ麦に亘ってなされたもので主に花山ブレテ

ン結果の大要が｛表されてみる．白鳥座SS型の星の歯噛研究は大腿時代以來

長く引き綾いてなされて居り，近年は心底，小澤，沓掛等の諸君も協力観測せ

られ，東亜天津’協會關係の観測者の仕事として最も重要なものであった・その

結果は花山ブレテンの他ドイツの雑誌アストロノミツシエ・ナハリヒテンにも

爽表され，その別刷は倉敷天丈憂の報告第一號として獲表されてみる．

　東亜天文協會員鱗光星の観測は同君によって取り纏められ，時々花山ブレテ

ンに磯表され，叉本年6月には「東亜天丈’協會攣光星報告」第一號が磯表され

た．その大部な原稿の整理，謄爲版原版の調製，印刷等に多大の努力を費され

た事を想像する・

　絡りに東亜天上協會關係の墾光星観測者の方々はよく小Plineの遺志を承けて

攣光星の研究上有力なる観測資料を學界に提供せられん事を希望するものであ

る．

　小山君が前途有爲の身を以て業牛ばにして下野の客となられた事は，我が攣

光星學界のため誠に惜みても饒りあるもので，今や熱心なる後纏者の輩出が望

ましい次第であ・る．　　　　　　　　　　　　　　　　　（2598－8－31）

大阪ブラネタりウムだより

　口今夏の恐ろしい早魑は，都會にも直ちに影響し，科學館では率先して，プ

ラネタリウムのド1ム内の冷房を中止し，エVぺ1タ1も一嘉限りにして，極

力電力を節した．このためド1ム内は，漏員の際は室温34℃にも昇り・星室

の設明には何とも似つかぬ雰黒総であった．

　口8月中は，夜間公開と相侯って，度々「天文趣味の夕」が催され・佛教師

の宇宙親あり，俳句に現はれた星の話あり，星に糧がる行事，傳読などあって

夏のタベは賑やかであった．

　口9月は爽快な気室を仰げばとて，23日と24日の雨夜，天文協會大阪支部の

官庁で，「月と木星」の観望會を開V・た．伺24日は宮森支部長の「月を語る」講

話もあって，記しい「星」の一夜であった．

　9月28日，錦曜クラブの方々が，プラネタリウムの名月を尋ね，夜に入って

「世界各地の月」について，座談會を催されたのは楡快であった．

　口10月3日午後，臨調館の電氣舘とプラネタリウムとから，全國の小前校へ

亭亭中子子骨を行った．（1（）．4．高城）
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紀伊支部七・八月報告

　（1）七月23日21時より23時迄和歌山高商20糎反射にて槻測會開催．参加者山

本（高商），野村，島田3名にて非常に熱心に火星及木星を槻測．

　（2）七月29日20時より24時迄高商にて火星観測會．小愼課長を迎へて高商加

川教授，協會側小愼，山本，野村，學生2名，他1名にて甚盛會なりき．

　加川教授及山本君シルチス附近のスケッチをさる．小棋支部長との夜和歌山

市一泊．

　（3）七月30日12時…より小生宅にて小樽，山本，畠田，野村4名にて座談會．昭

和6年以來紀伊支部員がこれ程集りたる骨なし．和かな中に話がはつみ19時迄

績行．今後の獲展を企書す．この夜8　ff寺小愼課長東和歌山より金屋へ蹄らる．

　（4）八月6日20時より島田氏宅にて野望會．島田氏の58ミリ五藤屈折機にて

火星その他を見て24時絡了．

　この他12日土曜日金屋にてペルセ観測に課長の御指導を仰ぐ筈なりしも都合

にて中止せり．九月に入りて叉新に活耀を始める引違御援助願ひます．（八月

24日，野村言己）

米　國　だ　よ　り

　啓上．永らく後無沙汰致しました。本日着の「天界」にて奥様が御重患だっ

た由拝見，誠に驚き入りました．遅ればせ乍ら御見舞申上げます．御快方に向

はれた趣，不幸中の幸と存じ，一日も早く完全に御回復なさる様，遙かに新っ

て居ります．

　私事御蔭様で至極元氣で，既に丁度一年を當地に過しました．天：文憂の人々

にも，風俗にもすっかり慣れて非常に楡快にやって居りますから，御安心下さ

い．

　七月始めからSummer　schoolが始まり，ヨ1ロツパからRosseland，　Fre－

undlich，　Oort氏等が見え，連日講義をする，頻繁に會、譲をする等，非常に賑

かでしたが，今月宇ぱで絡り，封苛者も回り，天文塵の連中も休暇をとって出

掛け，今は非常に翻かです．

　Rosseland氏は恒星の内部構造の問題を抜草して1｝ll・1義，　Freundlich氏は天髄

力學の一一・般澗題を少しと，球朕星團の力學，日食時のアインスタイン効果の問

題を，Oort氏は銀河系の色々な問題，特に星の固有運動，暗黒星霧等につV・
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て話しました．

　御承知でもありませうが，今年になってからドイツからDr．　Prager氏が，

イタリ1からJacchia氏が，共に民族問題で當天文毫へ來まして，今共に憂光

星の仕事に從聾してゐます．昨年からMilton　Bureauと稻する攣光星の機關

が出富まして，相當多数の人が止ヒ所で働いてゐます．仕事は主として今迄の爲

星乾板で徹底的に調べ上げるといふものNやうです．繭氏も勿論之に属してゐ

ます．

　私の仕事は，流星の爲眞同時観測から實経路，軌道を計算するもので，既に

牛座流星群，双子座流星群に鵬する夫々藪個の計算を絡了しました．まだ少し

残って居ますが，此の秋から流星二二についての他の問題を扱ふ様になると思

ひます．此の外に攣光星をやって居ります．唯今特定逼域の新憂光星を扱って

居りますが，豫想以上に深入りした爲，今年一様で片付くかどうか疑問です．

此の秋からOak－Ridge　stationで愛光星の：白白の襯測を始める豫定でありま

す．

　：先週から欧洲の危椴で，此所らの連中も幾らか落付かぬ模様です．此の夏パ

リの歯面へ出席したGaposcbkin夫妻が昨日蹄って來ました．一一・’寸挨拶しただ

けで，まだ詳しい話は聞いてゐません．

　日支問題も前途多難で氣にかSりますが，堂々と踏みがまへて行きさへすれ

ば吾々の理想は必ず貴現出來ると信じてゐます．異俗の室氣を吸ってみると，

とうした専問外の方面に言ひ度い事が澤山出來て來ますが叉の機會にします．

　叉時折御便り致します．皆様の御健康を所ります・　草々

　　　　八月31日　　　　　　　 古畑正秋
　　山　本　先　生

鮮　　田　だ　　よ　　リ

★蝸星座のしつぼの星が彼方大津の上にくるりと巻V・て光って居る夜を，麗湖

絆には鳩の産しきりである．又早起きをすSめる様に，八月の東江州に，日出

少し以前，冬のオリオンが賑はしく昇って，見てみて寒さを連想させるので，

居乍ら夏の三伏の暑さをふつ飛ばさす特効がある．

★フオ1レル標準色の湖色回報では藍黄色（IV）の麗湖美の魅惑は輕快なヨッ

トの跳躍に誘はれる．20年來と言はれる大減水で，川は干上り，淺瀬の温度が

高くて，肝腎の湖魚の産卵が阻まれて居るが，西瓜の豊年は積爾L雲の膨脹に比

例して，水泳客の齪舞するこのごろである．

★堅田町の北方町績きの今堅田には新田義貞公の夫人匂當内侍の墓がある．碑
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に曰く「匂當内侍左中將義貞公之夫人也．公結櫻後來於此緋世云，内待曾潜出

納深怨兼湖海幾十尋，艶姿守門数門柳人道衣門守匂琴」と．i義貞公が越前の國

で戦死をとげたのを洩れ聞いた内侍は一・？Z侍女の慰めの琴の妙なる音を脆け出

して，麗湖に入水して絡つた．里人達は残された文等と借に懇ろに亡骸を葬り

今では野耐乖申杜として祀られ，圓い歎個の石が墓地を確保して居る．毎年十月

には小やかな乍ら祭禮が管まれて居る．

★近江の國は昔しから天文と特に縁古が深いやうだ．先づは紀伏筆太陰圖は東

江州，坂田郡宮川藩主堀田平出の紀正民が文化十年（1813年）の仲秋満月の夜に

爲したと傳へられるもの，亜いで家職野砲鍛冶と花火製造よりも寧ろ晩年天文

研究に傾倒し，反射鏡の製作や太陽黒黙の野地槻測に異常な天稟を獲揮したの

は長濱に近い國友村に天文二二二二當が安永七年（1778年）に啄々の聲を上げた

所，昭和七年末天死したが，其の鋭眼な覗測と國産の中村鏡を残した中村要は

西江州堅田より2粁北方の近時遠淺で名高V・眞野水泳栃のある眞野村の出身で

ある．いはすもがな本温々長山本一清博士並水魚恩波観測所の川崎俊一氏（山

本會長夫人令弟）は東江州，栗太郡田上の産，本會理事で木邊鏡で有名な木邊

成麿氏，更に更に近江より湖の幸の様に天文界に貢獣する先輩の族出せんこと

を願ふや切ではある．

　　雲の峰ふまへて高し十字塔

★滋賀縣神崎郡御園小鈴校では北川訓導を中心に，大阪プラネタリウムーとも連

絡して，趣味の天文を生徒間に二三教育して來たが，昨今青肉湖面男子部も大

いに乗り氣になり，絡に“御園天文同好會”が組織された．とれも悦ばしいニ

ユ1スである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（化魚見誌）

南方低謡講を観測する

　本丁皇北支部で10糎屈折式赤道儀（時計運蒋）を活用して，近く覗野冊を設

け，南方低緯度の優位置を利用して，主として野方引写の親測に活躍する由．

因みに，支部長は　慶騰氣一思技師　窪川一雄氏

　　　　會員数は　内地入，本島人合せて93名である．（急報378）

倉敷天女憂見學行盛況

　去る八月19日夕より大原農研講堂にて山本會長及び凍ぞ弩盛長の講演あり，

即いて百飴の熱心なる参集者によって倉敷天文壁にて珍客「火星」が夜更ける

まで熱心に観望された．（急報373）


